
雇用型経営を核とした宗像園芸産地の維持・拡大 ～経営安定に向けた農作業ヘルパー活

用～【平成２８年度福岡県普及現地事例情報（北筑前普及指導センター）】 

 

［抄録］ 

宗像地域の園芸農業は、高齢化により生産者数が減少している。一方機械化や自動化等の省

力技術導入により、農家の経営規模は拡大する傾向にあるものの、市場出荷量は減少するな

ど産地構造が大きく変化してきている。 

農家の経営強化に向けて生産規模の維持拡大を図るためには、定植時期や収穫時期など農

作業の集中する時期の労働力不足を解消する必要があることから、雇用システムを活用し

て労働力の確保に取り組んだ。 

 

［本文］ 

詳細は添付ファイルを参照ください 






